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平成4 年の病害虫の発生 と 防除

I 気象経過の概要と農作物被害

冬期聞 は 6 年続 き の 暖冬。

1 月 は全国 的 に 高温で， 北海道の 東部 を 除 き 北 日 本及

び 日 本海側 は全般 に ， 降雪量， 最深積雪 と も に 平年 よ り

か なり少 な か っ た 。 2 月 は北 ・ 東 日 本で高温。 3 月 は菜

種梅雨が顕著で， 記録的 な 高温 ・ 多雨 ・ 日 照不足だ っ た 。

特 に 後半 は曇りや雨 (雪) の 日 が続 き ， 日 照時聞 は平年

の 20�50% し か な か っ た 。 桜の 開花 は平年 よ り一週間前

後早か っ た が， 春一番 は吹か な か っ た ( 2 月 末 に 九州北

部 ・ 石川県で は観測 し た ) 。

4 月 は東 ・ 西 日 本で菜種梅雨が上旬 ま で続 い た 。 上 ・

下旬高温， 中旬低温。 5 月 は ほ ぽ全国的に 低温。 中句 に

は「梅雨の走りJo 6 月 は前月 下句以来の北 日 本の低温 ・

日 照不足が中句一杯続 い た 。 7 月 は 東 ・ 西 日 本 で は 中旬

ま で低温で， 梅雨前線の影響で曇りや雨の 日 が多 く ， 下

旬 か ら は 晴れて暑い 日 が続 い た 。 北 日 本で は ， 上旬 は晴

れて気温の 高 い 日 が多 く ， 中句 に は北か ら の冷た い 高気

圧の影響で低温。 降水量 は 少 な い 。 8 月 は北 日 本低温，

特 に 九州、|では低温， 多雨， 日 照不足が顕著。 東 日 本で は
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厳 し い残暑。 台風第 9 ， 10， 1 1 号が西日 本 に 上陸。 9 月

は少雨 と 多照が著 し い。 台風の上陸 も な く ， ま と ま っ た

雨 は 少 な か っ た ( 1984 年以来 の不活発秋雨) 。 北海道 で は

低温 ・ 多雨 ・ 日 照不足。

入出梅 は ， 奄美地方 と 九州南部地方の梅雨明 け が平年

よ り 7 �11 日 遅 れ た 以 外 は 入り ・ 明 け と も ほ ぼ平年並

み。 今年の梅雨 は 前線が南下 し な が ら 弱 ま る 形で明 け た

た め ， 西日 本の梅雨明 け が東 日 本 よ り も 1 � 2 日 遅 く な

っ た 。 梅雨期間 中 の 降水量 は奄美， 九州南部及び 関東地

方で平年以上で あ っ た 他 は全国的 に 少 な く な っ た 。

主 な 農産物被害 は 3 月 上旬 か ら 4 月 上旬 に か け て の

長雨 5 月 下旬 の 降ひ ょ う 7 月 下旬 か ら 9 月 中旬 に か

け て の 干害 6 月 か ら 9 月 に か け て の低温， 日 照不足，

台風 3 ， 10， 1 1 号等 に よ る も の が あ っ た 。

10 月 15 日 現在の水稲の作柄 は ， 北陸， 関 東 ・ 東 山 ， 東

海， 近畿， 中 国及び 九州、| は 「 や や 良 J ， 東北及び 四 国 は 「平

年並み」 、 北海道 は 「著 し い不良J で， 全国平均で は作況

指数 101 の 「平年並みJ， 10 a 当 たり収量 は 505 kg が見

込 ま れて い る 。

表 - 1 平成4 年梅雨の状況

梅雨入り 梅雨明け 降
地 域

平 年 本 年 差 (昨年) 平 年 本 年 差 (昨年) 平 年 本 年 平年比

沖 縄 5月11日 5月 8日 3日早 5月 6日 6月23日 6月26日 3日遅 6月26日 48 7 .2 329.5 68% 

奄 美 5月11日 5月 8 日 3日早 5月 6日 6月28日 7月 9日 11日遅 6月26日 68 7.7 1 031. 5 1 5 0% 

九州南部 6月 2日 6月 5日 3日遅 5月19臼 7月13日 7月20日 7 日遅 7月 9日 637.1 9 5 5.5 1 5 0% 

九州北部 6月 8日 6月 5日 3日早 5月19日 7月18日 7月20日 2 日遅 7月19日 4 51.3 2 54.5 56% 

四 国 6月 6日 6月 7日 1 日遅 5月19日 7月16日 7月21日 4 日遅 7月19日 268 .6 198.0 74% 

中 国 6月 8 日 6月 7日 1 日早 5月25日 7月19日 7月21日 2 日遅 7月21日 48 6.6 283. 5 58% 

近 畿 6月 8日 6月 7日 1 日早 5月26日 7月19日 7月21日 2 日遅 7月21日 335.8 247.0 74% 

東 海 6月 9日 6月 7日 2 日早 5月31日 7月18日 7月19日 1 日遅 7月21日 361.1 287.0 79% 

関東甲信 6 月 9日 6月 7日 2 日早 5月31日 7月2 0日 7月19日 l日早 7月23日 267.5 348.5 130% 

:lt 陸 6月12日 6月 7日 5 日早 6月1 0日 7月22日 7月19日 3日早 8月14日 268.6 199.0 74% 

東北南部 6月12日 6月 8 日 4 日早 6月1 0日 7月23日 7月24日 1 日遅 7月27日 244.2 238 .0 97% 

東北北部 6月14日 6月 8 日 6 日早 6月1 0日 7月26日 7月29日 3日遅 8月14日 1 59.5 12 5.0 78% 

議降水量の記録は， 那覇， 名瀬， 鹿児島， 福岡， 高松， 広島， 大阪， 名古屋， 東京， 新潟， 仙台， 青森の値
※梅雨入り・明けの階級区分

・平年並:平年日:t3日以内の場合

・平年より早(遅)ぃ ・平年日より4 日以上早(遅)い場合

水 (mm) 過去の明け

少雨記録 多雨記録 の遅い記録

35.5(S.38 )  1240.5 (S. 5 0) S.51. 7. 9 

134.0 (S. 46) 1492.5 (S. 58) S. 58. 7.1 5  

248.0 (S. 46) 1730.3 (S. 29) S.32. 8. 4 

161.5(S.62) 1379.0(S. 28) S.29. 8. 1 

87 .O(S. 48 ) 538 .  US. 27) S.29. 8. 2 

142.5(S.43) 8 99.3(S.28) S.29. 8. 2 

77 .6(S. 33) 726.6(S.32) S.63. 7.31 

74.8(S.33) 69 5.4 (S. 27) S.29. 8. 2 

67.9(S.35) 540. ](S. 4]) S. 57. 8. 4 

73.0(S.43) 514.0(H.3) H. 3. 8.14 

89.0(S.48) 477.4(S.29) S.62. 8. 9 

2 0.0(S.44) 371.0(H.3) H. 3. 8.14 

Occurrence of Pests and Diseases and Their Control in 1992. By Plant Protection Division. Agricultural Production Bureau. 
MAFF. 
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H 病害虫の発生の概要

1 水稲

( 1 ) い も ち 病

葉 い も ち は， 北海道で は 7 月 上旬 の 高温 7 月 下旬か

ら 8 月 上句の曇雨天の た め 「や や 多 」 。 西 日 本 で は 6 月 下

旬， 7 月 上， 中旬 に 感染好適 日 が現れ一部地域で発生面

積の拡大 を 見 た 。 四国， 九州 で「や や 多 」 か ら 「多 J， そ

の他の地方 は 「平年並み」 以下。

穂い も ち は ， 西 日 本の 中 山 間等 の 常発地帯や葉い も ち

の 多発地域 を 中心 に 発生面積が拡大 し た も の の ， 発病程

度 は全体的 に は低 く ， 一部地域で 「や や 多 」 の他は 「平

年並み 」 以下。

い も ち 病 は 昨 年， 近年 に な く 多発 し た こ と か ら 初期防

除の徹底が図 ら れた 。 今年の天気 は気温の変動が激 し く ，

低温 と な っ た後猛暑 と な る な ど い も ち 病の発病に は好適

でな か っ た が， た ま た ま 好適な天候 と 結びつ い た地域で

い も ち 病が面的 な広が り を 見せ た 。

( 2 ) 紋枯病

今年の梅雨 は 前線が南下 し な が ら 弱 ま る 形で明 け た た

め ， 梅雨末期 は西日 本で天気が ぐ ずつ き ， 出穂期以降 は

残暑 が続 い た た め ， 西 日 本 の 一部で上位進展が見 ら れ，

「や や多」 と な っ た 。

( 3 ) 自葉枯病

集中豪雨や 台風な どの影響 を 受 け た 地域， 感受性品種

の作付 け増加 に 伴 い近畿及び中国の一部で 「や や 多 J で

あ っ た が， そ の他の地域 で は 「平年並み」 以下。

( 4 ) も み枯細菌病

一部地域 を 除 き 「やや少」 か ら 「少」 であ っ た 。

( 5 ) ばか苗病

全般的 に は 「や や少」 で あ っ た が， 西日 本の一部で 「や

や多」 と な っ た 。

( 6 ) ウ ン カ 病

近年早期反復多飛来 を繰 り 返 し て い た セ ジ ロ ウ ン カ ，

ト ビ イ ロ ウ ン カ は ， 今年 は飛来数 と し て は 「平年並み」

以下。 セ ジ ロ ウ ン カ は飛来後の本田増殖 に よ り 中国の一

部 で 「多」。
( 7 ) 斑点米 カ メ ム シ類

全国的 に 一部 を 除い て 「や や 多 」 か ら 「多J と な っ た 。

斑点米カ メ ム シ類 は ， 近年多発傾向で， オ オ ト ゲ シ ラ ホ

シ カ メ ム シ， ホ ソ ハ リ カ メ ム シ ， ク モ へ リ カ メ ム シ等が

主要種。

( 8 ) そ の他の病害虫

黄化萎縮病の発生 は 「やや少」 か ら 「少J。 た だ し 一部

の地域で冠水 に よ り 「多J と な っ た 。

ニ カ メ イ ガ の発生が一部地域で 「や や 多J と な っ た 。

ニ カ メ イ ガ は 防除 を省略 し て い る 地域 や イ ネ ワ ラ を果樹

や野菜の シ キ ワ ラ 等 に利用 し て い る 特定 の地域で増加傾

向 に あ る 。

ツ マ ク ' ロ ヨ コ バ イ の 発生が東北， 北陸及 び九 州 の 一部

で 「や や 多 J か ら 「多」 と な っ た 。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の発生 は 北海道， 東北及 び九州 の 一

部で 「や や 多J で， 発生面積が拡大 し た 。

2 イネ以外の普通作

麦類の赤かぴ病の発生 は 「少」。

大豆の カ メ ム シ類の発生が西 日 本 の 一部 で， ウ コ ン ノ

メ イ ガ の発生が北陸で 「や や 多 」 と な っ た 。

3 果樹

( 1 ) か ん き つ類

か い よ う 病， 黒点病， そ う か病が近畿以西の各地で「や

や多J と な っ た 。 特 に か い よ う 病の発生 は 中 国及 び九州

の一部で 「多 」。

ア ブ ラ ム シ類の発生が近畿以西の 一部 で 「や や 多 」 か

ら 「多 」。

ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ の発生 は 少 な か っ た 。

( 2 ) り ん ご

モ ニ リ ア 病 の 発 生 は 北海道及 び東北 の 一部 で 「 や や

多J。

斑点落葉病， 黒星病及び腐 ら ん病の発生 は 東北 の 一部

で 「や や 多 J 。

ハ マ キ ム シ類等 の 発生 は 「平年並みJ 以下。

( 3 ) そ の他果樹の 病害虫

ナ シ黒斑病の発生 は 中 国 の 一部で「多J， 北陸及び東海

の一部で 「や や 多 」 。

な し の ハ タ .ニ類， ア ブ ラ ム シ類の発生が各地で 「やや

多」 か ら 「多J 。

各種果樹の カ メ ム シ類の発生が「多 」。 か ん き つ 類， な

し ， も も ， か き 等 で多発 し た 。 果樹 カ メ ム シ は こ こ 数年

多発傾向 で， 本年 も 暖冬 に よ り 越冬密度が高 く ， 昨 年の

台風等で 山林が荒れて い る こ と 等 も あ り ， ご く 早期か ら

園地に飛来 し た 。 近畿の 一部 で は う め 園 に 5 月 以 降異常

飛来 し ， 大 き な被害 を だ し た 。 ま た ， 今年は杉， 槍の き

ゅ う 果の結実が少 な か っ た た め 新世代成虫 も 果樹園 に 早

期か ら 飛来 し ， 結果 と し て 初夏か ら 秋 ま で長期 に わ た っ

て カ メ ム シ類の飛来侵入 を 受 け た 。

4 野菜
各種野菜 の ハ ダニ類， ア ブ ラ ム シ類の発生 は 一部で「や

や多」。

は く さ い， キ ャ ベ ツ の コ ナ ガ の発生が一部地域 で 「や

や 多 J。
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病害虫別発生・防除状況(平成 4年10月1日 現在) (単位 : 千 ha. %) 

病害虫名 概 評 発生面積 延べ防除面積 備 考
(前年比 ) (前年比 )

(イネ)
葉 い も ち 北海道， 四国 ， 九州でやや 多~ 多， そ の他は平年 455( 54) 1，913( 96) 昨年の 多発で初期防除徹底

並 以下

穏 い も ち 西日本の一部でやや 多 の他 は平年並 以下 343( 66) 2，642( 84) 中 山聞の常発地等を中心に発生

絞 枯病 西日本の一部でやや 多 897(104) 1，773( 99) 梅雨末期や夏期の局地的な盈雨天 ，

出穏期 以降の残暑

白菜 枯病 近畿 ， 中国 の一部でやや 多 28( 80) 21 ( 91) 漫冠水 ， 感受性品種 の作付増

縞薬 枯病 やや少~少 109 ( 77) 
ば か苗病 やや少， 西日本の一部でやや 多 97( 94) 1，638 ( 97) 種 子消毒の不徹底等

も み枯細菌病 一部を除きやや少~少 83( 64) 97 (107) 
稲 こ うじ 病 東北 ， 九州 の一部でやや 多の他平年並 以下 113( 74) 47( 94) 
ニカ メ イ ガ 一部地域でやや 多 343(108) 927 ( 94) シ キワ ラ利用 の増等

セジロ ウンカ 中 国 の 一部で 多の他 は平年並 以下 950( 71) 1，480( 78) 飛来数少

トピ イロ ウンカ やや少~少 230( 51) 1，177( 83) 飛来数少

ヒ メ トピ ウンカ 平年並 702( 98) 1，273( 86) 
ツ マ グロヨ コノf イ 東北 ， 北陸 ， 九州 の一部でやや 多~ 多 975(106) 1，271{ 92) 
イネドロ オ イ ムシ 平 年並 以下 244( 75) 745( 97) 
斑点米カ メ ムシ 類 やや 多~ 多 292( 75) 1，316( 94) 近年多発傾向， 暖冬 ， 雑草地 の増

コプ ノ メ イ ガ 少 318( 58) 414( 73) 
イネミズゾ ウ ムシ 関東 ， 東海 ， 近畿 ， 中国で 平 年並 ， そ の他の一部 1，350( 94) 1，023( 90) 

でやや 多

(ムギ 類)
さぴ 病類 やや少~少 31 ( 66) 69( 64) 
う ど ん こ 病 やや少~少 91( 82) 205 (106) 
赤 かぴ 病 一部を除 いて少 73( 58) 264 (111) 
雪腐病 少 49(107) 97(101) 暖冬少雪

雲形病 北陸でやや 多~ 多 5( 71) 2( 50) 
オ オ ムギ 縞萎縮病 一部地域でやや 多 の 他 は 平 年並 以下 10(100) 
(ジ ャ ガ イ モ)

疫病 一部地域でやや 多 の 他 は 平 年並 以下 43( 90) 388( 89) 
( ダイズ)

紫斑病 やや少~少 4( 80) 48 ( 71) 
ハス モンヨ ト ウ 平年並 以下 26( 60) 62( 78) 
ノ、 ダニ類 平 年並 以下 21 (105) 6( 60) 
カ メ ムシ 類 平 年並 ~やや 多 29(103) 84( 78) 
アプ ラ ムシ 類 平年並 44( 90) 71( 83) 
(サ ト ウ キピ)
黒 穂 病 平年並 4( 67) 4( 80) 
カンシ ャ コノfネ ナ ガ やや少 36( 95) 54 ( 95) 

カ メ ムシ

ア オド ウ ガネ 平年並 11 ( 92) 21 (100) 
カンシ ャクシ コ メツ 平年並 15( 94) 23( 96) 

キ

(カン キツ 類)
そ う か病 一部 地域を除きやや 多~ 多 21 ( 88) 94 ( 93) 
黒 点病 一部地域を除きやや 多~ 多 72( 73) 313 ( 96) 
か い よ う 病 中国， 九州で 多， そ の他は一部を除きやや 多 27 (129) 71 (115) 春先 の 多発， 昨秋 の台風の影響

ヤ ノネカ イ ガ ラ ムシ 少 7( 78) 103( 94) 
ミカンハ ダニ 一部地域を除き 平 年並 ~やや少 75( 89) 305(100) 
(リンゴ)
腐らん病 平年並 9( 90) 72 ( 90) 
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病害虫名 概 評 発生面積 延べ防除面積 備 考
(前年 比) (前年 比)

モ ニリア 病 平 年並 以下， 北海道， 東北 の一部でやや 多 10 (500) 71 ( 108) 昨年 はご く少発生

斑点落葉 病 やや少， 東北 の一部でやや 多 22 ( 73) 392 ( 93) 

黒星病 平年並 以下 6 (120) 313 ( 94) 

キンモンホソ ガ 平 年並 以下 12 ( 71)  140 ( 100) 

ハ マ キ ムシ 類 平 年並 以下 5 (100) 222 ( 97) 

ノ、 ダニ類 一部地域でやや 多の他平 年並 13 ( 68) 141  ( 86) 

(ナシ)
黒 斑病 中国 の一部で 多， 北陸 ， 東北 の一部でやや 多 4 (100) 95 ( 96) 

黒星 病 やや少~少 5 (100) 141 (102) 

ナシヒ メシンク イ 一部地域 を除き 平 年並 以下 1 ( 100) 47 ( 121)  

ノ、 ダニ類 一部地域でやや 多~ 多 7 (117) 45 ( 96) 

アプ ラ ムシ 類 一部地域でやや 多~ 多 10 ( 111 )  52 (102) 

( モ モ)
せん孔 細菌病 一部地域でやや 多 3 ( 100) 24 ( 104) 

灰星 病 平年並 以下 2 (150) 49 ( 94) 

(プド ウ)
晩 腐病 やや少~少 2 (  50) 59 ( 92) 

べと 病 一部地域でやや 多の他は平年並 以下 6 (  75) 70 ( 83) 

灰 色かぴ病 平年並 2 (  50) 34 ( 97) 

( カ キ)
うどん こ 病 一部地域でやや 多の他は平年並 10 (100) 55 ( 106) 

落葉 病類 平年並 以下 5 (  71) 51 ( 96) 

カ キク ダアザ ミ ウ マ 東北 ， 関東 ， 北陸 ， 四国 の一部でやや 多 4 (  80) 21 (105) 

(パ インア ッ プル)
パ イナ ッ プルコナ カ 平年並 1 (100) 2 (100) 

イ ガ ラ ムシ

( 果樹共通 )
カ メ ムシ 類川 北日本 を 除き 多 23 ( 73) 108 ( 92) 近年多発傾向

( チ ャ)
炭 そ 病 一部地域でやや 多 24 ( 89) 105 ( 112)  

チ ャ ノコ カク モンノ、 平年並 以下 14 ( 82) 78 (1 18) 

マ キ
カンザワハ ダニ 平年並 35 ( 140) 136 ( 156) 

( キュ ウリ)
べと 病 四国， 九州でやや 多の他は平年並 9 (100) 60 ( 90) 

うどん こ 病 一部地域でやや 多~ 多 8 ( 100) 49 ( 102) 

斑点細菌病 やや少~少 2 (  67) 29 ( 91)  

モザ イク 病 一部地域 を除き 平 年並 ~やや少 2 (100) 2( 25) 

( ス イ カ)
つ る 枯病 やや少~少 5 (  71)  49 ( 84) 

( ダイコン)
モザ イク 病 平年並 ~やや少 6 (  75) 

(ハクサ イ)

軟腐病 一部地域でやや 多の他は平年並 以下 5 (100) 32 ( 94) 

白 斑病 平年並 6 (120) 33 ( 79) 

(キ ャベ ツ)
黒 腐病 一部地域でやや 多の他は平年並 以下 6 (  67) 38 ( 88) 

コナ ガ 一部地域でやや 多~ 多 20 ( 95) 83 ( 98) 

( ネギ)
さ ぴ病 夏 ネギで は一部地峡 ， 秋 冬 ネギで は北・東日本の 7 ( 140) 39 (139) 

一部でやや 多~ 多
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病 害 虫 名 概 評
発生面積 延べ防除面積 備 考
(前年 比 ) (前年 比 )

(タ マネ ギ)
べ と 病 平 年並 ~やや少 3 (100) 26 ( 76) 
ポ ト リ チ ス属菌 に よ 一部 地域でやや 多 の他 は平年並 5 (100) 

る 薬 枯病
(野菜共通 )
疫病問 平 年並 以下， 一部でやや 多 5 (  83) 85 ( 85) 中 国四国 のタ マネ ギ 白 色疫病
灰 色か ぴ病{幻 一部でやや 多 の他は平年並 以下 8 ( 100) 75 ( 72) 冬春及び夏秋 ト マ ト
ア ブ ラ ム シ類川 一部でやや 多 75 (101) 343 ( 88) 
ハ ダニ 類同 一部でやや 多 19 ( 86) 91 ( 96) 夏秋ナ ス， イ チゴで 多目
ハ スモンヨ ト ウ附 平 年並 以下 8 (  73) 22 ( 69) イ チゴで は一部 地域でやや 多
ヨ ト ウ ガ仰 秋 冬ハク サ イで は一部 地域でやや 多， そ の他は平 14 (108) III ( 97) 

年並 以下
ミナミ キ イ ロアザミ 15 (100) 

ウ マ同

川 : カン キ ツ， ナ シ， カ キ 同 : ト マ ト， ピー マン， キュ ウ リ， ス イカ， タ マネ ギ 間 : ト マ ト， レタ ス， イ チゴ 川 : ト マ ト， ナ ス， ピ
ー マン， キュ ウ リ， ス イカ， ダイ コン，ハク サ イ，ネ ギ， レタ ス，ホ ウ レンソ ウ， サ ト イモ， イ チゴ 問 : ナ ス， ス イカ， サ ト イモ， イ チゴ 同 :
ナ ス， レタ ス， サ ト イモ， イ チゴ (7) : ハク サ イ， キャ ベ ツ， ニンジン， ホ ウ レンソ ウ 同 : 発生作物 (野菜 ・ 花き ) 全部 . 延防除面積 は 未

調査.

ね ぎ の ネ ギ ア ザ ミ ウ マ の発生が北 陸 を 中心 に 「や や 多 J

か ら 「多」。

近年問題 と な っ て い る 野菜， 花 き 類の タ バ コ コ ナ ジ ラ

ミ ， マ メ ハ モ グ リ パエ が発生地域， 発生作物 を拡大 し ，

一部地域 で は 多発 し た 。

5 警報 ・ 注意報 ・ 特 殊報の発表状況

病害虫発生予察事業 に よ り 平成 4 年 1 月 か ら 9 月 ま で

に 各県か ら 発表 さ れた 注意報 ・ 特殊報 は 表 2 の と お り 。

警報の発表 は無 し 。

注意報 は ， 葉 い も ち 5 件， 穂 い も ち 10 件， 斑点米 カ メ

ム シ類 11 件， 果樹の カ メ ム シ類 30 件等， 合計 96 件が発

表 さ れた 。

特殊報 は， 普通作でイ ネ 苗立枯病， 果樹で ミ カ ン の ミ

カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， 野菜で野菜， 花 き 類の マ メ ハ モ

グ リ パエ 等， 合計 32 件が発表 さ れた 。 こ れ ら の ほ と ん ど

は 当該県初確認 に よ る 特殊報だが， 発生地域拡大や被害

作物拡大の特殊報 も 発表 さ れて い る 。

皿 病害 虫防除事業

1 ウ リ ミパ エ

奄美群島 : 平成元年 10 月 ， 奄美群島全域 に お け る ウ リ

ミ パエ根絶後 は ， 同群島全域 にお い て 侵入警戒調査 を 実

施す る と と も に ， 徳之島， 沖永良部島及び与論島 に お い

て 不妊虫放飼 に よ る 再侵入防除 を 実施 し た 。

沖縄県 : 岡県唯一の ウ リ ミ パ エ発生地域であ る 八重山

群島 に お い て ， 昨 年 に 引 き 続 き 毎週 9 千万頭の不妊虫放

飼 を 実施 し た 。 既 に根絶 を 達成 し て い る 沖縄群島， 久米

島及び宮古群島 等 に おい て侵入警戒調査及 び不妊虫放飼

に よ る 再侵入防除 を 実施 し た 。

な お ， 沖縄県全域 に お け る ウ リ ミ パエ根絶は来年度中

の見込 み で あ る 。

2 ミ カ ン コミ"'Z

沖縄県 : 前年 に 引 き 続 き 侵入警戒調査 を 実施す る と と

も に ， 八重山群島 に お い て 誘殺剤散布 に よ る 再侵入防止

防除 を 実施 し た 。

小笠原諸島 : 前年 に 引 き 続 き 侵入警戒調査 を 実施 し

た 。

3 ア フ リ カマイマイ

奄美， 沖縄及び小笠原諸島の被害の著 し い野菜園場な

ど に お い て ， マ イ マ イ 駆除剤散布 に よ る 被害軽減防除 を

実施 し た 。

4 フ ザ リ ウ ム病

岡 山県の一部地域で確認 さ れ て い る ウ リ 科作物の フ ザ

リ ウ ム 病 に つ い て ， 薬剤 に よ る 土壌消毒 を 実施す る と と

も に ， ウ リ 科作物の栽培規制 な ど を行 っ た 。

5 ア リ モドキ ゾ ウ ム シ

平成 2 年 11 月 鹿児島県西之表市 に お い て 発生が確認

さ れた ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ に つ い て は ， 平成 3 年 2 月 12

日 か ら 緊急防除の省令 に よ り ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ寄主植

物な ど の 移動 を禁止す る と と も に ， 発生地域 に お い て ，

テ ッ ク ス板の散布， 野生寄主植物 の 除去な ど を 実施 し た 。

6 天敵増殖配布
果樹の重要害虫 で あ る イ セ リ ア カ イ ガ ラ ム シ ， ルビー

ロ ウ ム シ ， ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ の そ れぞれの天敵であ

る ベ ダ リ ア テ ン ト ウ ム シ ， ルビーアカ ヤ ド リ コ パチ ， シ

ルベス ト リ コ パ チ の増殖配布 を 前年 に 引 き 続 き 静岡， 同
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表-2平成4年発生予察情報(警報・注意報・特殊報)の発表状況 ②畑 作物 ( 稲 を ③ 果樹 ( 茶 を 含む )

注意報 (平成 4 年 1月1 日-9月30 日 ) 除く 普通 作)

①稲 北海道 6 . 19 ー リンゴ 黒星 病

葉 い 穂 い セジ トピ イ 斑点米 そ の他の病害虫 青 森 3 .19 - り んご の リンゴハ ダニ.7 . 30 - リン
も ち も ち ロ ウ ロ ウン カ メ ム 東 ゴ 斑点落葉病

ンカ カ シ類 �t 秋 田 3 . 30 リ ンゴ 腐 ら ん病.3 . 30 -ナ シ輪 紋

北海道 8 . 03 病， 胴 枯病， 紅 粧がん し ゅ 病

青 森 7 . 29 7 . 15 稲 こ うじ 病 関 埼 玉 6 . 19 ー な し， か んき つ類のカ メ ム シ類
東 千 葉 6 . 16-ナ シ のカ メ ム シ類
�t 岩 手 8 . 04 

東 神奈川 7 . 30 -果樹 のカ メ ム シ類秋 田 7 . 17 

茨 城 7 . 31 �t 新 潟 4 . 15 ーナ シ黒斑病
関 陸
東 栃 木 8 . 05 

長 野 7 . 22 岐 阜 8 . 10 -果樹等 作物のカ メ ム シ類

�t 富 山 8 . 10 東 愛 知 8 . 25 ーカン キ ツ， カ キ のカ メ ム シ類
陸 福 井 8 . 03 4 . 10 -苗立枯細菌病 海 三 重 5 . 22 -果樹 類のカ メ ム シ類.8 . 04 - 果樹 の

近 大 阪
カ メ ム シ類

7 . 31 

畿 滋 賀 6 . 16-果樹 のカ メ ム シ類.8 . 20-果樹 のカ
メ ム シ類

中鳥 取 8 . 10 
京 都 7 . 15 -果樹 のカ メ ム シ類.8 .27-果樹 のカ

国島 板 7 . 31 
近 メ ム シ類

- 広 島 8 . 01 
大 阪 6 . 30-果樹 のカ メ ム シ類

四山 口 8 . 25 
畿 奈 良 6 . 10 ーカ キ，ナ シ， モ モ等 のカ メ ム シ類，

国香 川 8 . 07 8 ，20 ーカ キ のカ メ ム シ類
福 岡 8 . 12 和歌山 6 . 01 ーカン キ ツ そば かす病.7 . 31-果樹 の
佐 賀 8 . 13 8 . 17 8 . 26 -紋枯病 カ メ ム シ類

九 長 崎 8 . 06 6 . 03-ヒ メ トピ ウンカ
鳥 取 8 . 04 -果樹 のカ メ ム シ類

と縞 葉枯病
島 根 7 . 31 -果樹 のカ メ ム シ類

州熊 本 8 . 24 9 . 07 
中
国

岡 山 4 . 28 ー モ モ 灰星 病
大 分 8 . 07 

広 島 4 . 28 ーカン キ ツ か い よ う 病
宮崎 7 . 09 8 . 21 6 . 09 四

園
香 川 8 . 07 -果樹 のカ メ ム シ類

鹿児島 8 . 27 
愛 媛 5 . 12 ー モ モ， ナ シ のカ メ ム シ類

高 知 4 . 30 ーカン キ ツ，ナ シ， モ モ， ス モ モ のカ
メ ム シ類

④ 野菜 ( 花き 類を含む ) 福 岡 7 . 20 -果樹 のカ メ ム シ類

9 . 03 -アプ ラナ 科野菜 の コナ ガ 佐 賀 3 . 27 ・愛 類の 3 . 21 ーカン キ ツ か い よ う 病.5 . 29 ーナ シ，
北陸 新 潟

赤 か ぴ病 カ キ， キ ウ イ，モ モ のカ メ ム シ類.6 . 18
ーカン キ ツ か い よ う 病

東 岐 阜 7 . 29 -各種野菜， 花 のタバ コ コナジ ラミ
長 崎 5 . 15 ーミカン， ピ ワ， そ の他のカ メ ム シ海

5 . 07-ナ ス のミナミ キ イ ロアザミ ウ マ.8 . 20 ー ト マ 類.5 . 27 ーミカン のアプ ラ ム シ類.6 . 12奈 良
ーカン キ ツ か い よ う 病.8 . 04 ーカン キ ツ

議 ト， キュ ウ リ のカ メ ム シ類
か い よ う 病

和歌山 3 . 10 ー キク， ト マ ト の マ メハ モ グ リ パ エ
熊 本 3 . 26-麦 類の 4 . 03 ーカン キ ツ か い よ う 病.4 . 03 ーカン キ

中 愛 媛 2 . 06 ータ マネ ギ 白色疫病.9 . 08 ー イ チゴ炭 そ 病 九 赤 か ぴ病 ツ そ う か病.7 . 06 ーカン キ ツ か い よ う四
病.8 . 07 ー か んき つ，かき のカ メ ム シ類

福 岡 7 . 03-野菜， 花き類の マ メ λモ グ リパエ
州大 分 3 . 04 ーカン キ ツ か い よ う 病.4 . 13-ナ シ黒

佐 賀 4 . 10 ータ マネ ギ ポ ト リ チ ス 葉枯病 斑病.4 . 13-ナ シ黒星 病.4 . 13 ープド ウ
九 長 崎 7 . 13- イ チゴ う ど ん こ 病 黒 と う 病.8 . 28 ー ブド ウ ベ と 病

熊 本 3 . 26-施設野菜 の疫病，薬 か ぴ病，べ と 病，つ る 枯病， 宮崎 4 . 28 ーカン キ ツ か い よ う 病， そ う か病，
州 菌核病 5 . 11 -ナ シ， モ モ， ス モ モ，カ キ のカ メ

宮崎 4 . 02 - キュ ウ リ， ト マ ト 他の 灰 色かぴ病， 薬 か ぴ病， ム シ類.7 . 30-果樹 のカ メ ム シ類
斑点病 鹿児島 5 . 12-果樹 のカ メ ム シ類.8 . 04- 茶 の チャ

ノ キ イ ロアザミ ウ マ.8 . 21 ーカン キ ツ，
カ キ，ナ シ のカ メ ム シ類.9 . 09-ク ワ の
ク ワ シ ロカ イ ガ ラ ム シ
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特殊報

①普通作 ②果樹等

東 秋 田 3.11-イネ苗立枯病初確認
北 山形

栃 木 5.22オオムギ縞萎縮病
BaYMUm型系統初確認

神奈川 6.29ウメ変葉病多発生
関 山 梨 9.01ーキウイフルーツかい

ょう病初確認
東 長 野

静 岡 7.21-ミカン，花き類のミカ
ンキイロアザミウマ初確
認

�t 新 潟
陸 石 川
東 岐 阜
海 三 重

奈 良
近

畿 和歌山 8.10ー温州ミカン等のワタ
ミヒゲナガゾウムシ初確認

島 根

広 島

富山口 1.07ーカンキツのミカンナ. ガタマムシ発生地域拡大
国香 川 5.06みかんのワタミヒゲ

ナガゾウムシ初確認
愛 媛
高 知

福 岡

南長 崎
大 分

山， 長崎の各県でそ れぞれ実施 し た 。

W 農林水産航空事業

本年度 の農林水産航空事業 の農業関係 実施面積 は ，

6 ， 051 千 ha (対前年比 97 . 6% ) で， 前年度 に比べ 147 千

ha の減少 と な っ た 。

本事業の基幹 で あ る 水稲部門 は ， 本年の病害虫の発生

状況 に 応じて 防除回数の見直 し 等 に よ り実施延べ面積の

減少がみ ら れ， 144 千 ha， 8 . 9%減の 1 ， 479 千 ha と な っ

た 。

剤型別， 散布方法別 に は， 年々 ド リ フ ト の 少 な い散布

剤型への転換が図 ら れて お り ， 本年度 は 液剤の通常散布

45 . 0% ， 同じ く 微量散布 42 . 8% ， 同じ く 少量散布 10 . 9% ，

微粒剤散布 0 . 9%， 粒剤散布 0 . 5% ， の割合 と な っ た 。

果樹部 門 は ， リ ン ゴ の 野 そ駆除， ク リ の 害虫防除な ど

③野菜 (花き類を含む)

9.04ーネギのシロイチモジヨトウ初確認
3.12一野菜・花き類のマメハモグリパエ初確認

3.30ーミニトマトのマメハモグリパエ初確認.3.30トマト黒点根腐病初確認
5.21ミニトマトのマメハモグリパエ初確認

3.19トマト婆ちょう病レースJ- 2初確認. 5.07キク・ガーベラのマメ
ハモグリパエ初確認

8.24ネギ等のシロイチモジヨトウ初確認
9.04グラジオラスのグラジオラスアザミウマ初確認
9.22各種花のミカンキイロアザミウマ初確認
2.05野菜・花き類のマメハモグリパエ初確認
3.02促成トマトにタバココナジラミ被害作物鉱大. 3.02促成トマトの
トマトサピダニ初確認

7.31デルブイニュームのシクラメンホコリダニ初確認. 8.24ーナス等の
ミナミキイロアザミウマ初確認

7.10ーガーベラ等のマメハモグリパエ初確認

8.19-キクのマメハモグリパエ初確認

6.02トマトのタバココナジラミ初確認. 7.08パセリうどんこ病初確認
8.20トマトのトマトサピダニ初確認
5.08野菜・花きのマメハモグリパエ初確認
3.31-ミニトマトのトマトサピダニ初確認
4.01ミニトマトのマメハモグリパエ初確認. 4.01イチジク株枯病初確認

平成4農業年度農業出荷状況 (推定)
(単位 : t， kl，百万円， %)

3年度出荷 平成 4年度 (推定)
用 途 (実績) 出 荷 対前年比

殺虫 剤 数量 170.414 157，000 92 
金額 139.499 141.000 101 

殺菌剤 数量 103.787 96.000 95 
金額 101.768 103，000 101 

殺虫殺菌剤j 数量 54，998 54.000 99 
金額 24.155 26，000 108 

除草剤 数量 133.223 131.000 98 
金額 122.831 127.000 103 

その他 数量 30.600 32，000 103 
金額 9.782 11，000 113 

合 計 数量 493.022 470.000 95 
金額 398.035 408.000 103 
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5 . 8 千 ha (8 . 6%減) で あ っ た 。

畑作部門 は ， ク ワ ・ ム ギ ・ ダイ ズ， イ グサ な ど の害虫

防除 な ど 26 . 6 千 ha (14%減) で あ っ た 。

畜産部門 は， 牧野の施肥， 衛生害虫の ダニ駆除な ど，

3. 1 千 ha (24%減) で あ っ た 。

ミ パエ部門 は， 前年度並の 4 ， 537 千 ha (0 . 1%増) で あ

っ た 。

昨 年水稲の病害虫防除 に お い て 実用化 さ れた無人ヘ リ

コ プ タ ー は ， 本年度水稲 18 . 3 千 ha， コ ム ギ及び ダ イ ズ

0 . 12 千 ha， 計 18 . 5 千 ha の 防除実績と な り ， 昨 年度の 3

倍の実績と な っ た 。

V 農薬の出荷状況

平成 4 農薬年度 (平成 3 年 10 月 ~平成 4 年 9 月 ) に お

け る 農薬 の 出荷は， 前年度 に 比 べ数量 で は 5%減 の 470

千 tok l， 金額 で は 3%増の 4 ， 080 億円程度 と 推定 さ れ る 。

水稲用農薬 は， 病害虫別での特段の動 き は な く 全般的

に減少 し ， 水稲用除草剤 に つ い て も 一発処理剤 を 除 き い

ずれ も 減少 し た 。 そ の他 で は ， 野菜畑作用農薬の 土壌病

害虫防除用農薬の微増がみ ら れた 。

新しく登録された農薬(4.11.1�4.11.30)

掲載 は， 種類名， 有効成分及び 含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 〔登録業者 (会社) 名 J， 対象作物 : 対象

病害虫 : 使用時期及び 回数な ど の 順。 但 し ， 除草剤 に つ い て は適用雑草 : 使用 方法 を 記載。 ( … 日 … 回 は， 収穫何 日 前

何回以 内散布の略) (登録番号 18210�18231 ま での 22 件， 有効登録件数 は 6009 件)

な お ， ア ン ダー ラ イ ン の つ い た 種類名 は新規化合物で， ( J 内 は試験段階時の薬剤名 で あ る 。

『殺虫剤』
イミダク ロ プ リ ド水和剤(6331水和剤〕
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 10 . 0%
ア ド マ イ ヤ ー 水和剤 (4 . 11 . 4)
182 11 ( 日 本ノf イ エJレ ) ， 18212 ( ク ミ ア イ 化学)
り ん ご : ア プ ラ ム シ類 ・ キ ン モ ン ホ ソ ガ ・ ギ ン モ ン ハ モ

グ リ ガ : 2 1日 2 回， な し ・ も も : ア ブ ラ ム シ類 : 30 日
2 回， ぶ ど う : チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミウ マ ・ フ タ テ ン ヒ
メ ヨ コ バ イ : 30 日 2 回， ばれい し ょ : ア ブ ラ ム シ類 :
14 日 2 回， な す : ア プ ラ ム シ類 ・ ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ : 前 日 3 回 (定植後 は 2 回)

イミダク ロ プ リ ド粒剤(6331粒剤〕
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 2 . 0%
ア ド マ イ ヤ ー箱粒剤 (4 . 1 1 . 4)
18213 ( 日 本バ イ エ ル) ， 18214 (八洲化学) ， 18215 (三笠

化学) ， 18216 ( ク ミ ア イ 化学) ， 18217 (三共)
稲 (箱育首) : ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ウ ン カ 類 ・ イ ネ ミ ズ ゾ

ウ ム シ : 育苗 箱 1 箱 当 り 50�80 g : 移植 2 目 前~移
植当 日 : 3 回以 内 (本 田 で は 2 回以 内) : 本剤の所定量
を育苗箱の上か ら 均一 に 散布， 稲 (箱育苗) : イ ネ ド ロ
オ イ ム シ : 育首箱 1 箱 当 り 50 g : 移植 2 日 前~移植
当 日 : 3 回以 内 (本 田 で は 2 回以内) : 本剤の所定量 を
育苗箱の上か ら 均一 に散布

イミダク ロ プ リ ド粒剤(6331 1 粒剤〕
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 1%
ア ド マ イ ヤ ー l 粒剤 (4 . 1 1 . 4)
18218 ( 日 本バ イ エlレ ) ， 18219 (八洲化学) ， 18220 ( ク ミ

ア イ 化学)
稲: ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ウ ン カ 類 : 80 日 3 回 (本田 で は

2 回以 内 ) ， き ゅ う り : ア ブ ラ ム シ類 ・ ミ ナ ミ キ イ ロ ア
ザ ミウ マ : 定植時 1 回 : 植穴文は株元土壌混和， な
す : ア ブ ラ ム シ 類 ・ ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ : 定植
時 : 3 回以 内 (定植後 は 2 回以内 ) : 植穴又は株元土壌
混和， だ い こ ん : ア ブ ラ ム シ類 : 播種時 1 回 : 播溝

土壌混和
イミダク ロ プ リ ド粉剤(6331粉剤〕
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 0 . 25%
ア ド マ イ ヤ ー粉剤 DL (4 . 1 1 . 4)
18221 ( 日 本バ イ エ ル) ， 18222 (八洲化学) ， 18223 ( ク ミ

ア イ 化学)
稲 : ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ウ ン カ 類 : 21 日 3 回 (本田 で は

2 回以 内)
ダイ ア ジノ ン ・ BPMC粉剤
ダイ ア ジ ノ ン 3 . 0%， BPMC 2 . 0% 
ド ッ サ ジ ノ ン粉剤 3 DL (4 . 1 1 . 24) 
18229 ( ア グ ロ ス )
稲 : ツ マ グ ロ ヨ ロ パ イ ・ ウ ン カ 類 ・ ニ カ メ イ チ ュウ ・ コ

プ ノ メ イ lガ ・ イ ネッ ト ム シ : 21 日 4 回
PMP粉剤
PMP 3 . 0% 
PMP 粉剤 3 DL (4 . 1 1 . 24) 
18231 ( ア グ ロ ス )
稲 : ニ カ メ イ チ ュウ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ カ ラ パエ ・

フ タ オ ピ コ ヤ ガ ・ イ ネ ヒ メ ハ モ グ リ ノすエ : 2 1 日 3 回，
大豆 : マ メ シ ン ク イ ガ ・ カ メ ム シ類 : 14 日 3 回

「殺菌剤IJJ
フルスルフアミド粉剤(MT S-651]
プ ル ス ル フ ア ミ ド 0 . 30%
ネ ピ ジ ン粉剤 (4 . 1 1 . 4)
18210 (三井東圧)
キ ャ ベ ツ ・ は く さ い ・ プ ロ ッ コ リ ー : 根 こ ぶ病 : 播種文

は定植前 1 回 : 全面土壌混和， の ざ わ な ・ な ばな :
根 こ ぶ病 : 播種又は 定植前 1 回 : 作条土壌混和， か
ぶ : 根 こ ぶ病 : 播種又は 定植前 1 回 : 全 面 土 壌 混
和 ・ 作条土壌混和

(25ペ ー ジ に続 く )
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